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我ら、消防人！
大切な人、大切なふるさとを守りたい。
火事があれば、自分の仕事をなげうち駆け付ける人たちがいる。

このまちから悲しい出来事をなくそうと、

火事の恐ろしさを伝える人たちがいる。

今月は、消防職員とともに皆さんの暮らしを守っている

足寄消防団の活躍を紹介します。

消
防
団
っ
て
な
に
？

　

消
防
団
の
出
現
は
、
江
戸
時
代
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
徳
川
幕
府
に
よ
る
治
世
が

続
き
、
都
市
が
繁
栄
す
る
の
に
伴
い
「
火
事

と
喧け

ん

嘩か

は
江
戸
の
華
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
火

事
も
頻
繁
に
発
生
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！

　

足
寄
町
で
は
、
消
防
団
へ
の
入
団
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
へ
の
入
団
は
、
18
歳
以
上
の
健
康

な
人
で
あ
れ
ば
、
条
例
で
定
め
る
定
数
の
範

囲
内
で
加
入
で
き
ま
す
。

　

団
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ

の
任
務
の
重
要
性
か
ら
、
身
分
は
町
長
や
町

議
会
議
員
な
ど
と
同
じ
「
特
別
職
の
地
方
公

務
員
」
と
な
り
ま
す
。

　

待
遇
と
し
て
、
年
額
報
酬
や
退
職
金
補
償

（
５
年
以
上
在
団
）、
出
動
手
当
が
支
給
さ

れ
る
ほ
か
、
公
務
災
害
補
償
等
の
制
度
や
制

服
、
制
帽
、
靴
な
ど
の
貸
与
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
普
段
は
自
分
の
職
業
や
学

業
を
持
ち
な
が
ら
、
平
常
時
に
は
地
域
の
防

火
・
防
災
の
担
い
手
と
し
て
、
ま
た
災
害
発

生
時
に
は
、
消
火
・
警
戒
な
ど
の
消
防
活
動

を
行
い
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
若
い
人
た
ち
の
力
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
に
入
団
し
た
い
方
、
興
味
の
あ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細

　

足
寄
消
防
署
消
防
課
消
防
係

�

☎
25

－

２
６
１
９

國
見
將
消
防
団
長
を
筆
頭
に
１
４
３
人
（
平

成
25
年
５
月
１
日
現
在
）
の
消
防
団
員
が
、

足
寄
市
街
、
大
誉
地
、
芽
登
、
上
利
別
、
中

足
寄
、
螺
湾
、
上
足
寄
の
７
つ
の
区
域
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
災
害
活
動
や
防

火
査
察
、
有
事
に
備
え
た
訓
練
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
は
、
普
段
自

　

江
戸
時
代
の
火
消
組
織

は
、
武ぶ

家け

火び

消け

し
と
町ま

ち

火び

消け

し
に
大
別
さ
れ
、
武
家

火
消
し
の
う
ち
、
幕
府
直

轄
で
旗
本
が
担
当
し
た
定

じ
ょ
う

火び

消け

し
は
公
設
消
防
、
町

火
消
し
は
義
勇
消
防
の
元

祖
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

足
寄
消
防
団
の
歴
史

　

今
か
ら
98
年
前
の
大
正

４
年
４
月
28
日
に
設
立
さ

れ
た
「
足
寄
太
火
災
予
防

組
合
」
が
現
在
の
足
寄
消

防
団
の
礎
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
の
「
池
北
三
町

行
政
事
務
組
合
足
寄
消
防

団
」
と
改
称
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
62
年
４
月
か
ら
と
比

較
的
最
近
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
足
寄
消
防
団
は

分
の
仕
事
や

家
業
に
従
事

す
る
傍
ら
、

ひ
と
た
び
自

分
の
管
轄
内

で
出
動
要
請

が
か
か
る
と
、

自
ら
の
仕
事

を
後
回
し
に

し
て
ま
で
も

現
場
に
駆
け

付
け
、
消
防

人
と
し
て
の

使
命
を
果
た

す
と
い
う
、

町
民
有
志
で

足
寄
消
防
団

が
成
り
立
っ

て
い
る
と
い

っ
て
も
、
過

言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

足寄消防団分団位置図

第４分団◦
（上利別）

◦第３分団
　（芽登）

◦第１分団
　（市街地）

◦第５分団１部
　　（中足寄）

◦第５分団３部
　　（上足寄）

◦第５分団２部
　　（螺湾）

第２分団
（大誉地）
◦
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フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ�

金
盛
俊
平
さ
ん

、
阿
蘇
修
平
さ
ん

、
森
山
仁
さ
ん

【
と
も
に
活
動
歴
２
カ
月
】

妻
の
理
解
と
協
力
に
感
謝�

奥
泉
圀
博
副
団
長
【
活
動
歴
43
年
】

親
子
４
代
、
消
防
団
員
！�

方
川
春
美
第
３
分
団
長
【
活
動
歴
37
年
】、
方
川
信
博
さ
ん

【
同
４
年
】

女
性
な
ら
で
は
の
気
配
り
を
生
か
し
て�

福
島
つ
ぎ
子
女
性
消
防
団
部
長
【
活
動
歴
15
年
】

自
ら
地
域
を
守
る
～
そ
の
使
命
感
を
胸
に�

國
見
將
団
長
【
活
動
歴
40
年
】

消
防
団
は
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー�

中
島
修
一
足
寄
消
防
署
長

消
防
団
に
入
団
し
た
き
っ
か
け
は
。

　

「
足
寄
出
身
で
は
な
い
の
で
す
が
、
以
前

か
ら
何
か
足
寄
町
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に

（
足
寄
町
農
業
協
同
組
合
の
）
新
津
賀
庸
組

合
長
か
ら
消
防
団
の
話
を
伺
っ
た
の
が
入
団

の
き
っ
か
け
で
す
」（
金
盛
さ
ん

、
写
真
左
）

実
際
に
入
団
し
て
感
じ
た
こ
と
は
。

　

消
防
団
に
入
る
き
っ
か
け
は
、
父
親
が
第

４
分
団
の
分
団
長
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
子

ど
も
の
と
き
か
ら
大
人
に
な
っ
た
ら
消
防
団

に
入
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

長
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
家
族
の
理
解

と
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
。
特
に
妻（
愛
子
さ
ん

）

の
支
え
は
大
き
く
、
農
村
地
帯
の
た
め
サ
イ

レ
ン
が
聞
こ
え
な
い
地
域
に
暮
ら
す
団
員
も

　

「
祖
父
も
父
も
消
防
団
員
だ
っ
た
し
、
家

業
を
継
い
で
こ
の
地
で
暮
ら
す
な
ら
消
防
団

に
入
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
、
家
を
継
い
で

く
れ
た
息
子
に
も
、
入
団
を
勧
め
ま
し
た
。

一
生
懸
命
消
防
団
活
動
に
取
り
組
む
姿
を
見

る
と
、
息
子
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
は
第
３
分
団
長

を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
団
員
は

　

女
性
消
防
団
は
、
平
成
10
年
に
創
設
さ
れ
、

現
在
10
人
の
団
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
保
育
園
、
街
頭
で

の
「
防
火
Ｐ
Ｒ
」
や
、
春
・
秋
に
行
っ
て
い

る
「
独
居
老
人
宅
の
査
察
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

独
居
老
人
宅
の
査
察
は
女
性
団
員
10
人
で

全
て
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
。
創
設
当
初
は
、

　

最
近
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
若
い
団
員

の
加
入
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
技
術
の
継
承

が
こ
れ
か
ら
の
課
題
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
災

害
や
火
事
等
の
現
場
で
実
践
を
積
む
こ
と
が

一
番
で
す
が
、
昔
に
比
べ
減
っ
て
き
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
各
地
域
で
は
日
ご
ろ
か
ら
定

期
的
に
各
種
訓
練
や
機
械
器
具
の
点
検
等
を

　

足
寄
消
防
団
は
、
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基

づ
き
、
地
域
住
民
の
有
志
に
よ
り
組
織
さ
れ

た
も
の
で
す
。

 

　

既
に
１
０
０
年
近
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、

創
設
当
初
の
志
を
大
切
に
す
る
と
同
時
に
、

女
性
消
防
団
員
の
導
入
な
ど
常
に
新
し
い
風

を
取
り
入
れ
な
が
ら
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
展
開
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

「
加
入
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
連
合
演
習
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
演
習
で
は
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成

果
を
出
す
こ
と
が
で
き
て
充
実
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
消
防
団
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
職
業
や
世
代
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
こ
と
で
人
間
と
し

て
成
長
で
き
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
だ
と
感

お
り
、
出
動
要
請
が
か
か
る
と
一
人
一
人
に

電
話
を
か
け
て
く
れ
る
な
ど
、
消
防
団
活
動

を
陰
で
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
出
動
を
経

験
し
て
き
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
の

心
情
を
察
す
る
と
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
が
、
現
場
で
は
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
任
務
に
当
た
っ
て
い

サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
み
ん
な
『
一
刻
も
早
く

現
場
へ
』
と
の
思
い
で
行
動
す
る
の
で
、
団

員
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
け
が
や
事
故
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
配
る
こ
と
が
自
分

の
役
割
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
春
美
さ
ん

、
写

真
後
列
左
か
ら
３
人
目
）

　

「
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
消
防
団
を
特
別
身

近
に
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
お
宅
を
訪
ね
て

も
不
審
が
ら
れ
て
ド
ア
を
開
け
て
も
ら
え
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
多
く
の

方
が
私
た
ち
の
訪
問
を
楽
し
み
に
待
っ
て
く

だ
さ
り
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
活
動
の
励
み
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
活
動
か
ら
、
女
性
消
防
団
員
に

は
、
男
性
と
は
違
っ
た
役
割
が
求
め
ら
れ
て

行
う
な
ど
、
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
使
命
や
責
任
感
を

胸
に
、
消
防
団
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

「
自
ら
地
域
を
守
る
―
」
そ
ん
な
思
い
が

あ
れ
ば
誰
で
も
入
団
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
自
分
の
命
は
自

　

特
に
消
防
職
員
の
活
動
が
十
分
に
行
い
難

い
地
域
ま
た
は
分
野
で
消
防
の
任
務
を
果
た

し
、
多
数
の
人
員
を
必
要
と
す
る
大
火
、
林

野
火
災
、
あ
る
い
は
地
震
、
風
水
害
等
の
際

に
は
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
広
い
足
寄
町
全
て
を
カ
バ
ー
す
る
の

に
は
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

じ
て
い
ま
す
」（
阿
蘇
さ

ん

、
同
右
）

消
防
団
員
と
し
て
の
決
意
は
。

　

「
早
く
地
域
の
方
々
に
頼
り
に
さ
れ
る
団

員
と
な
れ
る
よ
う
、
ま
た
足
寄
農
協
の
代
表

と
し
て
、
各
種
訓
練
や
防
火
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
地
域
貢
献
が
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
」（
森
山
さ
ん

、
同
中
央
）

ま
す
。

　

有
事
の
と
き
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
か
ら

悲
し
い
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
活
動
が
、
今
後

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

年
齢
の
近
い
人
た
ち
が
多
く
、
居
心
地
は
と

て
も
い
い
で
す
。
特
に
、
共
通
の
話
し
が
で

き
る
の
で
入
団
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

ま
た
息
子
の
寛
翔
は
、
消
防
団
の
帽
子
や
制

服
に
憧
れ
て
い
る
よ
う
で
、
な
ん
だ
か
う
れ

し
い
で
す
。
消
防
団
員
と
し
て
、
災
害
の
な

い
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」（
信
博
さ
ん

、
同
後
列
左
か
ら
２
人
目
）

い
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
方
な
ど

は
、
男
性
に
比
べ
女
性
の
方
が
気
持
ち
を
開

き
や
す
い
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
女
性
な
ら
で
は
の
気
配
り
や
き

め
細
か
な
視
点
を
生
か
し
、
地
域
に
溶
け
込

ん
だ
活
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

分
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

消
火
器
や
火
災
報
知
機
を
自
宅
に
設
置
す
る

な
ど
、
常
日
頃
か
ら
火
災
予
防
を
心
掛
け
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

あ
り
、
ま
た
各
地
域
の
状
況
を
把
握
さ
れ
て

い
る
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

心
強
い
存
在
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
足
寄
消
防
団
と
と
も
に
、
よ

り
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

方川さ
んご一家
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足寄町の財政状況
（平成25年３月末現在）

歳　出

平成24年度予算の執行状況（平成25年３月31日現在）をお知らせします。

この数値は決算額とは異なります。それは、会計年度は４月１日から３月31日までですが、この後、出納整

理期間（４月１日から５月31日まで）があり、この間にもお金の出し入れがあるからです。

一般会計

歳　入

特別会計の収支状況

会　　計　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 支　出　済　額 執行率

国 民 健 康 保 険 事 業 11億5,471万2千円 9億2,886万2千円 10億2,592万6千円 88.8％

簡 易 水 道 3,371万2千円 966万7千円 3,036万3千円 90.1％

公 共 下 水 道 事 業 4億2,313万7千円 1億3,569万4千円 3億5,142万5千円 83.1％

介 護 保 険 8億9,691万4千円 7億1,939万0千円 7億8,861万2千円 87.9％

足 寄 都 市 計 画 足 寄 市 街 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 4億4,796万8千円 1億7,587万0千円 3億9,109万5千円 87.3％

介 護 サ ー ビ ス 事 業 2億8,118万4千円 1億8,289万3千円 2億6,547万4千円 94.4％

後 期 高 齢 者 医 療 1億0,152万5千円 6,156万0千円 9,828万0千円 96.8％

企業会計の収支状況

会　　　計　　　名 予　　算　　額 収　入　済　額 支　出　済　額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 1億1,369万8千円 1億2,838万9千円 1億0,488万1千円

資本的収入及び支出 8,970万7千円 6,016万3千円 8,951万5千円

病 院 事 業
収益的収入及び支出 11億6,410万5千円 9億4,366万1千円 9億4,261万5千円

資本的収入及び支出 2億9,844万4千円 2億3,784万2千円 2億8,029万3千円

国税（所得税、法人税、酒税、消
費税など）の一部から、町の財政
状況に応じて交付されるお金です。

48億5,866万1千円

48億5,866万1千円

 3億4,640万5千円

 9億4,168万0千円

 4億8,070万0千円

15億9,429万7千円

8億1,071万4千円

8億1,570万8千円

3億8,012万3千円

4億3,664万3千円

1億8,800万6千円

10億1,380万0千円

1億5,056万4千円

1億5,056万4千円

 　7,691万0千円

1億0,023万9千円

4億6,026万6千円

4億7,382万4千円

収入済額

予　算　額

収入済額
　77億5,234万9千円
予　算　額
 103億8,541万6千円
執　行　率
　74.6％

0 2 4 6 8 10 12 14 16
（億円）

地　方
交付税

皆さんに納めていただいた
税金です。 町　税

多額の資金を必要とする事業を
早く完了するため、国や銀行な
どから借り入れるお金です。

町　債

特別会計や基金との間で相互
に資金運用をし、一般会計に
繰り入れされるお金です。

繰入金

町の特定の事務・事業に対
して、国からくるお金です。

国　庫
支出金

町が行う事務・事業に対し
て、北海道からくるお金で
す。

道支出金

国税として徴収した自動車重量税
などを、国が一定の基準によって
地方公共団体に譲与するお金です。

地　方
譲与税

使用料及び手数料や分担金、
地方消費税交付金、繰越金
などのお金です。

その他

預金利子、貸付元利収入な
ど、ほかの項目に属さない
お金です。

諸収入

特別職・一般職の給与など
の経費です。職員費

11億9,102万9千円

13億1,168万8千円

3億5,961万5千円

17億4,543万2千円

12億4,452万5千円

12億6,582万6千円

4億6,504万9千円

10億5,612万0千円

14億2,490万0千円

15億9,478万9千円

6億6,596万5千円

10億3,953万8千円

7億6,650万1千円

8億6,915万1千円

8億5,629万8千円

9億0,183万9千円

5億6,027万7千円

6億0,103万3千円

支出済額 

予　算　額 

支出済額
　75億3,415万9千円
予　算　額
 103億8,541万6千円
執　行　率
　72.5％

（億円）
20 15 10 5 0

議会、商工業振興、消防施
設費、労働者対策、災害復
旧などの経費です。

その他

小・中学校の改修や備品の
購入、生涯学習推進などに
使われる経費です。

教育費

借入金の返済金、利子など
です。公債費

民生費
幼児やお年寄り、からだの
弱い方を援護するための経
費です。

土木費
道路改良、橋の架け替え、
公営住宅の建設、公園の管
理などの経費です。

役場の全般的な仕事、税金
を集める仕事、戸籍事務や
選挙事務のための経費です。

総務費

皆さんの健康を守ったり、
ごみなどを処理したりする
ための経費です。

衛生費

農林水産
業　　費

農業基盤整備の工事費や農
業・林業振興のための経費
です。

※収益的収入及び支出とは、サービスの提供により得た収入とサービスの提供に要した人件費や物件費など

の支出を指します。また、資本的収入及び支出とは、将来の経営活動に備えて行う建設改良にかかる支出

とその財源となる収入を指します。
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大好評だった牛の丸焼き

足寄中学校吹奏楽部 足寄新声会

パンまきで男らしい投げっぷりの加藤さ
ん 足寄ヒップホップダンスサークル

とかち青空レディーの加藤かおりさ
ん

カマス挙げで勝利を確信する梅垣さ
ん 足寄雌阿寒太鼓保存会

フラハーラウ　ヒナノ 中山流民舞清和会

女性の部優勝者の大須賀さ
ん

　

５
月
26
日
、
第
32
回
足
寄
ふ
る
さ
と
花
ま

つ
り
（
実
行
委
員
会
主
催
、
家
常
尚
詞
実
行

委
員
長
）
が
里
見
が
丘
公
園
フ
ラ
ワ
ー
園
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
や
や
気
温
が
低
い
も
の

の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
観
光
客
や
家

族
連
れ
な
ど
町
内
外
か
ら
約
２
，
０
０
０
人

が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
足
寄
雌
阿
寒
太
鼓
保

存
会
が
登
場
し
、
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
を
披

露
し
た
ほ
か
、
吹
奏
楽
や
踊
り
、
民
謡
な
ど
、

町
内
で
活
動
す
る
団
体
が
出
演
す
る
町
民
ス

テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
観
客
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
カ
マ
ス
挙
げ
大
会
に
は
、
町
内
外

か
ら
腕
自
慢
が
参
加
。
男
性
の
部
（
35
キ
ロ
）

に
は
14
人
、
女
性
の
部
（
15
キ
ロ
）
に
は
10

人
が
出
場
し
ま
し
た
。
男
性
の
部
で
は
前
年

度
優
勝
者
の
梅
垣
辰
実
さ
ん

が
プ
ラ
ス
５
キ
ロ

の
ハ
ン
デ
を
も
の
と
も
せ
ず
４
分
18
秒
で
、

女
性
の
部
で
は
大
須
賀
幸
子
さ
ん

が
７
分
56
秒

で
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
。
観
客
か
ら
大
き
な
声
援

と
拍
手
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
豪
華
賞
品
が
当
た

る
抽
選
会
や
パ
ン
ま
き
も
行
わ
れ
、
最
後
ま

で
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

足寄ふるさと花まつり



まちかどまちかどまちかど

10

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

11

まちかどまちかどまちかど

11

　足寄町緑のまちづくり協議会（西村啓一会

長）主催の「町民ボランティアの森づくり」

が開催され、約１５０人が参加。この活動は

ニトリ北海道応援基金の助成を受けて行われ、

参加者は平成18年の低気圧で風倒被害に遭っ

た里見が丘の町有林に、町木のアカエゾマツ

１，０００本を丁寧に植樹しました。

５.26 町民の手で森づくり

５.20 楽しく英語を学ぶ

　足寄町農業協同組合青年部（大原裕樹部長）

の部員12人が足寄保育園どんぐりの年長児52

人を対象に農業体験を行いました。子どもた

ちは同部員から植え方を教わり、ジャガイモ

やタマネギなどを手分けして植え付け、終了

後には子どもたち全員で畑に向かって「大き

くなあれ！」とおまじないを掛けていました。

　町国際交流員のイアン・ラスカウスキーさ
ん

が講師を務める英会話教室「イアンと英会話

２０１３」が町民センターで行われました。

初級コースには７人、中級コースには５人が

参加し、日常でよく使われる英単語やあいさ

つなどを使ったクイズを通して英会話を楽し

みました。

５.13 日常を切り取って

５.17 大きくなあれ！

　「わたしの『花鳥風月』～野津美智子写真

展」が町民センターロビーで開催されました。

野津さ
んは「趣味で10年ぐらいの間に撮りため

たもの。町内でもあまり知られていない場所

や日常の景色の写真を展示しているので、多

くの方にお越しいただき楽しんでもらえれば」

と話していました。

５.１ スローガンを唱え行進

４.24 まちをきれいに

５.８ 共に学び合う
　町教育委員会主催による、ふるさと足寄１

００年塾「生きがいスクール」の入塾式が町

民センターで行われました。塾生を代表し、

大須賀白さ
ん（70歳）は「楽しく生きる知恵を

学び、心身ともに健康を保ち、地域づくりに

貢献できるよう努めます」との誓いの言葉を

述べ、学びへの決意を新たにしていました。

　第84回メーデー足寄地区集会（足寄地区連

合会主催）が行われ、町内の労働組合員やそ

の家族など約１３０人が参加しました。参加

者は「自由で公正な社会の実現」「最低賃金

の大幅な引き上げ」「ＴＰＰ交渉参加への反対」

などと訴えながら市街地を行進しました。そ

の後、町民センターで集会が開かれました。

５.１ 生き生きと学ぶ
　町教育委員会主催による、ふるさと足寄１

００年塾「学遊校」の入校式が町民センター

で行われ、18人が出席しました。塾長の藤代

和昭教育長は塾生証を手渡し「いつまでも学

び続けている人は、年齢を超え生き生きとし

ている。その実践者として学びや喜びを地域

に広げていってください」と激励しました。

　陸上自衛隊足寄分屯地（田中隆夫分屯地司

令）の隊員31人が町道平和稲牛線の清掃活動

を行いました。この活動は平成８年から毎年、

雪解けのこの時期に地域貢献の一環として行

われており、隊員は沿道に捨てられたペット

ボトルやタバコの吸い殻などのゴミを袋いっ

ぱいに拾い集めました。



いつでも、

どこでも、

だれでも、

なにからでも、 

1213

通算　第92号

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
編
集
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
に
当
た
っ
て
い
た

だ
く
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 
☎
25

－

３
１
８
８

募
集
し
ま
す

開
催
し
ま
す

お

知

ら

せ

ご
相
談
く
だ
さ
い

子
育
て
・
家
庭
教
育

生
涯
学
習
事
業

社
会
体
育
事
業

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

「
す
く
す
く
」

開
催
日　

６
月
20
日
㈭　

７
月
18
日
㈭

　
　
　
　

８
月
22
日
㈭　

９
月
10
日
㈫

時　

間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日　

６
月
25
日
㈫　

７
月
23
日
㈫

　
　
　
　

８
月
27
日
㈫

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
第
１
・
２
会
議
室

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日　

７
月
25
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
00
分
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
を
し
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

※
事
業
に
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 
☎
25

－

３
１
８
８ 多くの人でにぎわう「リサイクルの日」

●
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

北
海
道
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
ア
ウ
ロ
ラ
」
足
寄
町
演
奏
会

開
催
日　

８
月
31
日
㈯

開　

場　

午
後
２
時
30
分

開　

演　

午
後
３
時

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

出　

演　

北
海
道
大
学
チ
ル
コ
ロ
・
マ
ン
ド

　
　
　
　

リ
ニ
ス
テ
ィ
コ
「
ア
ウ
ロ
ラ
」

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展

６
月
18
日
㈫
～
６
月
30
日
㈰

　
　

由
良
真
一
個
展

　
　

「
と
か
ち
の
黒
い
瞳
と
自
然
」

７
月
３
日
㈬
～
７
月
17
日
㈬

　
　

第
28
回
全
十
勝
写
真
公
募
展

７
月
24
日
㈬
～
８
月
８
日
㈭

　
　

原
爆
写
真
展

８
月
10
日
㈯
～
８
月
18
日
㈰

　
　

片
田
美
由
紀
「
魚
と
サ
ン
ゴ
礁
と
暮
ら

す
写
真
展
」（
仮
称
）

８
月
20
日
㈫
～
９
月
３
日
㈫

　
　

後
藤
軍
治
個
展
「
私
の
四
季
」

※
出
展
希
望
者
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
元
気
ア
ッ
プ
�
運
動
教
室
（
６
月
）

開
催
日　

６
月
19
日
㈬　

27
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
～

場　

所　

陸
上
競
技
場
周
辺

内　

容　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

対　

象　

18
歳
以
上
の
町
民

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

開
催
日　

６
月
19
日
㈬　

20
日
㈭　

21
日
㈮

時　

間　

午
後
３
時
30
分
～
５
時

場　

所　

温
水
プ
ー
ル

内　

容　

水
慣
れ
や
バ
タ
足
、
ク
ロ
ー
ル
な

ど
、
楽
し
み
な
が
ら
水
泳
の
基
本

を
学
ぶ

対　

象　

小
学
1
年
生
～
３
年
生

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
第
11
回
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
日　

８
月
25
日
㈰

時　

間　

午
前
８
時
30
分
～

場　

所　

陸
上
競
技
場
ほ
か

内　

容　

自
治
会
対
抗
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
、
一
般
・

小
学
生
交
流
ゲ
ー
ム�

ほ
か

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
教
科
用
図
書
展
示
会

　

教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
町
内
の
小
・
中

学
校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
用
図
書
等
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

目　

的　

教
科
用
図
書
を
公
開
し
、
教
科
用

図
書
や
教
科
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
う

期　

間　

６
月
15
日
㈯
～
28
日
㈮

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳　

細　

教
育
総
務
室　

☎
25

－

３
１
８
８

●
野
外
体
育
施
設
オ
ー
プ
ン

　

本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

し
た
。
野
外
体
育
施
設
を
団
体
で
利
用
す
る

場
合
は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ま

た
各
施
設
と
も
有
料
で
す
。ご
利
用
の
際
は
、

必
ず
総
合
体
育
館
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

有
料
野
外
体
育
施
設

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
と
き
わ
・
里
見
が
丘

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
・
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
）、
自
由

広
場
、
野
球
場
、
陸
上
競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
と
き
わ
サ
ッ
カ
ー
場

※
使
用
の
際
は
、
施
設
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

教
育
相
談
電
話

　

子
育
て
や
家
庭
教
育
を
は
じ
め
、
教
育
に

関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
教
育
委

員
会
で
は
、
教
育
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

　

（
よ
く
な
ろ
う

3

3

3

3

3

と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
異
性
、
交
友
、
い
じ
め
、
非

行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相 

談 

員

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

●
６
月
は
ス
ポ
ー
ツ
月
間

　

足
寄
町
体
育
協
会
（
宇
野
浩
会
長
）で
は
、

６
月
を
ス
ポ
ー
ツ
月
間
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

大
会
や
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
個
人
で
も
仲

間
同
士
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

今
後
予
定
し
て
い
る
事
業

・
早
朝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
弓
道
教
室
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
、
野
球
大
会
ほ
か

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

●
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

町
内
の
自
治
会
や
職
場
の
仲
間
と
行
う
健

康
づ
く
り
活
動
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
卓

球
を
教
え
て
ほ
し
い
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を

学
ん
で
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
総
合
体
育
館
に
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

総
合
体
育
館�

☎
25

－

３
１
９
１

武田　　悟
生涯学習推進アドバイザー

ミニバレー大会

青木　敬二
生涯学習推進アドバイザー



1415

ア
シ
ョ
ロ
ア
は
カ
バ
に
似
て
る
？

　

町
茂
螺
湾
地
区
で
見
つ
か
っ
た
ア
シ
ョ
ロ

ア
や
ベ
ヘ
モ
ト
プ
ス
は
、
よ
く
「
カ
バ
み
た

い
！
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
見
か
け

は
デ
ス
モ
ス
チ
ル
ス
類
と
似
て
い
る
カ
バ
が
、

実
際
に
は
ク
ジ
ラ
の
親
戚
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

足
寄
の
動
物
化
石
の
両
方
と
関
係
が
あ
り

そ
う
な
カ
バ
。
そ
の
カ
バ
を
新
た
に
展
示
し

ま
す
。
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
そ
の
骨
格

組
み
立
て
作
業
を
化
石
工
房
で
公
開
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
７
月
15
日
か
ら
８
月
末
日
ま
で
毎
日
開
館
。

詳　

細　

博
物
館�

☎
25

－

９
１
０
０

図
書
室
Ｑ
＆
Ａ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
図
書
室
に
関
す
る

素
朴
な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ

：

町
の
図
書
室
っ
て
ど
こ
に
あ
る
の
？

Ａ

：

町
民
セ
ン
タ
ー
（
南
１
条
５
丁
目
）
内

に
あ
り
ま
す
。
１
階
東
側
の
「
子
ど
も

図
書
室
」
に
は
幼
児
向
け
の
絵
本
を
、

２
階
東
側
の
「
図
書
室
」
に
は
児
童
書
・

一
般
書
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

ら
１
月
６
日
ま
で
の
年
末
年
始
は
お
休

み
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
の
整
理
の

た
め
臨
時
に
休
館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
時
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

Ｑ

：

一
度
に
何
冊
借
り
ら
れ
る
の
？

Ａ

：

一
度
に
一
人
４
冊
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
貸
出
期
間
は
２
週
間
ま
で
で
す

の
で
、
次
に
借
り
た
い
人
の
た
め
に
返

却
期
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

：

図
書
室
に
は
ど
れ
位
の
本
が
あ
る
の
？

Ａ

：

図
書
室
で
貸
し
出
し
し
て
い
る
の
は
、

児
童
書
・
一
般
書
で
約
１
万
５
０
０
０

冊
、
子
ど
も
図
書
室
の
絵
本
が
約
３
０

０
０
冊
の
約
１
万
８
０
０
０
冊
で
す
。

読
み
聞
か
せ

●
ブ
レ
ー
メ
ン
の
お
は
な
し
会

開
催
日　

６
月
15
日
㈯　

７
月
20
日
㈯

　
　
　
　

９
月
21
日
㈯

時　

間　

午
後
１
時
～
２
時

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
中
学
年

詳　

細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

６
月
22
日
㈯　

７
月
27
日
㈯

　
　
　
　

８
月
24
日
㈯　

９
月
28
日
㈯

時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
９
７
４

●
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

７
月
９
日
㈫　

８
月
13
日
㈫

　
　
　
　

９
月
10
日
㈫

時　

間　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

対　

象　

乳
幼
児

詳　

細　
「
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

�

☎
25

－

４
２
９
５

新

刊

案

内

●
一
般
書

色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡

礼
の
年�

村
上　

春
樹

は
だ
か
ん
ぼ
う
た
ち�

江
國　

香
織

つ
く
も
が
み
、
遊
ぼ
う
よ�

畠
中　
　

恵

愛
の
夢
と
か�

川
上
未
映
子

陽
炎
の
門�

葉
室　
　

麟

手
の
ひ
ら
の
砂
漠�

唯
川　
　

恵

サ
ク
ラ
秘
密
基
地�

朱
川　

湊
人

あ
あ
父
よ　

あ
あ
母
よ�

加
賀　

乙
彦

切
り
裂
き
ジ
ャ
ッ
ク
の
告
白�
中
山　

七
里

正
義
の
セ　

２
・
３�

阿
川
佐
和
子

棺
に
跨
が
る�

西
村　

賢
太

私
の
見
た
日
本
人�

パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク

や
さ
し
く
作
れ
る
本
格
和
菓
子�

清
真
知
子

ピ
ー
ラ
ー
マ
ジ
ッ
ク
！
野
菜
た
っ
ぷ
り
62
レ

シ
ピ�

松
田
美
智
子

●
児
童
書
・
絵
本

な
ん
だ
か
へ
ん
な
の
ね�

内
田
麟
太
郎

こ
ぶ
た
の
か
ば
ん�

佐
々
木
マ
キ

ど
う
し
た
の
ぶ
た
く
ん�

み
や
に
し
た
つ
や

い
い
子
じ
ゃ
な
い
も
ん�

田
部　

智
子

え
ん
そ
く
お
に
ぎ
り�

宮
野　

聡
子

チ
ェ
ロ
の
木�

い
せ
ひ
で
こ

チ
リ
と
チ
リ
リ　

ち
か
の
お
は
な
し

�

ど
い　

か
や

か
わ
う
そ
３
き
ょ
う
だ
い
そ
ら
を
ゆ
く

�

あ
べ　

弘
士

お
ば
け
の
ジ
ョ
ー
ジ
ー
と
さ
わ
が
し
い
ゆ
う

れ
い�

ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
イ
ト

こ
れ
は
ち
い
さ
な
本�

レ
イ
ン
・
ス
ミ
ス

詳　

細　

図
書
室�

☎
25

－

３
１
８
８

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

足
寄
町
社
会
教
育
委
員
等
の
ご
紹
介

　

社
会
教
育
委
員
は
、
町
の
社
会
教
育
に
関

す
る
諸
計
画
の
立
案
や
青
少
年
教
育
に
関
す

る
指
導
・
助
言
を
主
な
職
務
と
し
ま
す
。
学

校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育
の
関
係
者
、
家
庭

教
育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
方
、
な

ら
び
に
学
識
経
験
の
あ
る
方
の
15
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
委
嘱
期
間
は
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
）。

　

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
、

家
庭
教
育
や
子
育
て
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て

み
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
お

近
く
の
社
会
教
育
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
社
会
教
育
委
員�

（
敬
称
略
）

委

員

長�

伊
藤　

貴
之

副
委
員
長�

宇
野　
　

浩

委　
　

員　
　

廣
瀬　

正
幸　

波
多
野
伸
一

　
　
　
　
　
　

松
井　

敦
子　

佐
藤
振
一
郎

　
　
　
　
　
　

大
須
賀　

白　

富
士
田
和
夫

　
　
　
　
　
　

先
崎　

紀
子　

秋
山　

里
美

　
　
　
　
　
　

小
松　

洋
一　

後
藤　

悦
子

　
　
　
　
　
　

山
下　

侑
他　

松
崎　

晴
美

　
　
　
　
　
　

櫻
井　

由
香

　

平
成
25
年
度
の
そ
の
他
教
育
委
員
会
委
嘱

委
員
お
よ
び
社
会
教
育
関
係
団
体
等
の
代
表

者
も
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

●
教
育
委
員
会
委
嘱
委
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
委
員
長�

沼
田　

信
二

　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長�

松
本　

憲
治

●
社
会
教
育
関
係
団
体

文
化
協
会
会
長�

細
野　

博
文

日
本
足
並
み
会
会
長�

髙
橋　

秀
樹

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長�
中
村　

一
行

青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長�

中
島　

貴
弘

青
年
協
議
会
会
長�

門
野　

亮
介

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長�

久
保
眞
知
子

地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

�

佐
々
木
寿
雄

体
育
協
会
会
長�

宇
野　
　

浩

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
本
部
長

�

阿
部　

智
一

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

生
涯
学
習
を
推
進

　

昨
年
度
、
第
４
次
足
寄
町
生
涯
学
習
推
進

計
画
策
定
委
員
会
（
宇
野
浩
委
員
長
）
を
組

織
し
策
定
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
第
４
次
足

寄
町
生
涯
学
習
推
進
計
画
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
町
の
生
涯
学
習
振
興
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
、
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29

年
度
ま
で
の
５
年
間
の
重
点
的
な
取
り
組
み

の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
同
計
画
で
示
さ
れ

た
方
向
性
に
基
づ
い
て
、
基
本
理
念
で
あ
る

「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
～
ま
な
び
、

つ
な
が
り
、
さ
さ
え
あ
い
～
」
を
目
指
し
た

各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室�

☎
25

－

３
１
８
８

図書室は町民センター内にあります

たくさんの本がみなさんを待っています

Ｑ

：

図
書
室
は
い
つ
開
い
て
い
る
の
？

Ａ

：

毎
日
開
館
し
て
い
ま
す
。開
館
時
間
は
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
、
火

曜
日
と
木
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
開
館

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
12
月
30
日
か

動
物
化
石
博
物
館
情
報
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ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金

活
動
成
果
報
告

町
で
は
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

皆
さ
ん
の
創
意
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
対
し

「
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
」
を
交
付
し
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
同
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
活
動
を
行
っ
た

３
団
体
の
活
動
成
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

足
寄
ミ
ニ
そ
ば
祭
り

　
　
　
　

足
寄
麺
打
ち
同
好
会 

◆◆◆◆
◆◆◆◆

◆◆◆◆
◆◆◆◆

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
を
守
る
た
め
に

風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

森
づ
く
り
研
究
事
業

�

あ
し
ょ
ろ
岐
志
会

◆◆◆◆
◆◆◆◆

◆◆◆◆
◆◆◆◆

め
あ
か
ん
自
然
塾
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
足
寄

�

め
あ
か
ん
自
然
塾

◆◆◆◆
◆◆◆◆

◆◆◆◆
◆◆◆◆

　

食
に
お
け
る
手
作
り
の
大
切
さ
を
見
直
す

中
か
ら
地
産
地
消
を
図
り
、
日
本
の
伝
統
で

あ
る
手
打
ち
そ
ば
を
通
じ
て
、
食
文
化
の
継

承
と
食
育
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

技
術
講
習
会
で
は
、
会
員
の
ほ
か
町
民
か

ら
も
参
加
者
を
募
り
、
全
国
手
打
ち
蕎
麦
協

議
会
の
有
段
者
を
講
師
に
技
術
の
向
上
に
努

め
ま
し
た
。
ま
た
足
寄
町
農
業
協
同
組
合
主

催
の
収
穫
感
謝
祭
に
お
い
て
足
寄
ミ
ニ
そ
ば

祭
り
を
開
催
し
、
来
場
者
ら
に
手
打
ち
そ
ば

　

林
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

普
及
啓
発
活
動
の
ほ
か
、
苗
木
づ
く
り
・
育

林
・
加
工
技
術
の
習
得
を
目
指
し
活
動
し
ま

し
た
。
平
成
24
年
度
は
、
越
冬
し
た
カ
ラ
マ

ツ
の
成
長
観
察
を
通
し
て
育
苗
技
術
の
理
解

を
深
め
た
ほ
か
、「
こ
う
す
れ
ば
変
え
ら
れ

る
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
題
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
自
立
の

重
要
性
や
森
林
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
等
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で

　

全
国
的
に
風
し
ん
の
罹
患
者
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
同
様
、
患
者
の
７
割
以
上
は

男
性
で
、
そ
の
う
ち
20
代
か
ら
40
代
が
８
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
国
の
調
査
で
は
、
20
代
か

ら
40
代
の
男
性
の
15
％
が
風
し
ん
の
抗
体
を

持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
20
代
か
ら
40
代
の
女
性
の
４
％
が

風
し
ん
の
抗
体
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
11

％
の
人
が
感
染
予
防
に
は
不
十
分
で
あ
る
低

い
抗
体
価
で
し
た
。

　

抗
体
を
持
た
な
い
、
ま
た
は
低
い
抗
体
価

の
妊
婦
の
方
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
赤
ち

ゃ
ん
に
難
聴
や
心
疾
患
、
白
内
障
や
緑
内
障

な
ど
の
障
害
（
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
）
が

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

妊
娠
中
は
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
た

め
、
抗
体
を
持
た
な
い
、
ま
た
は
低
い
抗
体

価
の
妊
婦
の
方
は
、
可
能
な
限
り
人
混
み
を

避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
妊
婦
の
周
り
に
い
る
方
（
妊
婦
の
夫
、

子
ど
も
、
そ
の
他
の
同
居
家
族
等
）
は
、
風

し
ん
を
発
症
し
な
い
よ
う
予
防
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

《
定
期
予
防
接
種

：

無
料
》

１
期

：

１
歳
児
（
１
歳
の
誕
生
日
か
ら
２
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

２
期

：

年
長
児

※
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
対
象
者

は
、
速
や
か
に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

《
任
意
予
防
接
種

：

有
料
》 

　

妊
婦
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
任
意
の
予

防
接
種
と
し
て
、
次
の
方
に
つ
い
て
も
接
種

を
お
勧
め
し
ま
す
。

①
妊
婦
の
夫
、
子
ど
も
お
よ
び
そ
の
他
の
同

居
家
族

②
妊
娠
を
希
望
さ
れ
る
方
、
ま
た
は
妊
娠
す

る
可
能
性
の
高
い
方
（
接
種
後
２
カ
月
間

は
避
妊
が
必
要
。
妊
娠
中
は
予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

③
出
産
後
間
も
な
い
女
性

の
う
ち
、
風
し
ん
の
抗
体
価
が
十
分
あ
る
と

確
認
で
き
た
方
以
外
は
、
任
意
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

※
接
種
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
～
風
し
ん
の
抗

体
価
が
低
い
人
は
、
麻
し
ん
の
抗
体
価
も

比
較
的
低
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
お
勧
め
し
ま
す
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
保
健
推
進
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

　

本
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金

の
募
集
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
企
画
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
対
象
と
な
る
活
動
》

町
内
で
実
施
さ
れ
る
活
動
で

・
地
域
の
課
題
に
自
主
的
に
取
り
組
む
も
の

や
活
性
化
等
に
つ
な
が
る
も
の

・
環
境
や
福
祉
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
各

分
野
に
お
け
る
町
民
を
対
象
に
し
た
も
の

・
自
主
防
災
組
織
に
関
す
る
も
の

な
ど

《
補
助
金
額
》
上
限
30
万
円

《
募
集
期
限
》
６
月
28
日
㈮

※
自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
強
化
に
係
る
活

動
に
つ
い
て
は
、
募
集
期
限
に
関
わ
ら
ず
、

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

　

役
場
総
務
課
企
画
財
政
室
企
画
調
整
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
１
４

中
心
に
身
近
な
自
然
の
価
値
を
再
発
見
し
、

こ
れ
ら
の
自
然
を
次
世
代
に
残
す
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
生
態
学

者
ダ
ン
カ
ン
・
ハ
リ
ー
博
士
ら
を
講
師
に
招

き
「
オ
ン
ネ
ト
ー
周
辺
の
山
麓
に
生
息
す
る

野
鳥
」
を
テ
ー
マ
に
、
雌
阿
寒
地
区
の
生
態

系
の
理
解
と
環
境
保
全
の
た
め
の
基
礎
的
な

知
識
を
習
得
す
る
機
会
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、
町
内
外
の
多
く
の
人
た
ち
に

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
２
５
食

を
提
供
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、

手
打
ち
そ

ば
の
文
化

を
広
め
て

い
く
活
動

を
行
い
た

い
で
す
。

き
、
豊
富

な
森
林
資 

源
を
有
す 

る
足
寄
町 

の
こ
れ
か 

ら
を
考
え 

る
上
で
一 

つ
の
ヒ
ン 

ト
を
得
ら 

れ
ま
し
た
。

　

雌
阿
寒

岳
を
は
じ

め
、
周
辺

山
麓
の
ア

カ
エ
ゾ
マ

ツ
の
純
林

や
オ
ン
ネ

ト
ー
な
ど
、

自
然
豊
か

な
地
域
を

募
集
期
間
を
延
長
し
ま
す
！

足

寄

中

学

校

体

育

祭

　

５
月
25
日
、
足
寄
中
学
校
（
廣
瀬
正
幸
校

長
）
の
第
65
回
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
を
代
表
し
て
石
川
暖
子
生
徒
会
長
が
「
赤

組
団
も
青
組
団
も
こ
の
日
の
た
め
に
、
笑
い

あ
り
、
涙
あ
り
で
練
習
し
て
き
ま
し
た
。
今
日

は
こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き
た
こ
と
全
て
を
出

し
切
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

「
い
つ
燃
え
る
の
？
今
で
し
ょ
�
」
の
体

育
祭
テ
ー
マ
の
下
、
生
徒
た
ち
は
優
勝
を
目

指
し
気
迫
溢
れ
る
競
技
を
見
せ
、
詰
め
掛
け

た
父
母
な
ど
か
ら
大
き
な
声
援
が
飛
ん
で
い

ま
し
た
。

１年生：Get the flag!!

３年生：みんなで Go!! ２年生：ムカデで抜かせ�



平成13～23年度調べ

がん
33.50％

心臓病
14.50％

脳血管疾患 7.40％

腎不全
1.30％

糖尿病 0.40％

不慮の事故
9.40％

自殺
8.10％

その他
16.80％

肺炎・気管支炎
6.50％

肝・胆疾患
2.20％
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図１　平均寿命と健康寿命の差

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

特
集

：

足
寄
町
の
特
徴
は
？

～
足
寄
町
健
康
づ
く
り
計
画
作
成
か
ら

　

み
え
て
き
た
こ
と

こ
の
た
び
「
足
寄
町
健
康
づ
く
り
計
画
（
第

２
次
）
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
策
定
に
当
た

り
健
診
結
果
・
健
康
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
か
ら
み
え
て
き
た
、
足
寄
町
の
健
康
課
題

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
足
寄
町
健
康
づ
く
り
計
画
（
第
２
次
）」 

　
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
34
年
度
ま
で
の

乳
幼
児
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
全
て
の
町
民

を
対
象
と
し
、
健
康
づ
く
り
の
方
向
性
や

目
標
を
定
め
た
も
の

健
康
寿
命
と
寿
命
の
差

　

皆
さ
ん
は
健
康
寿
命
と
い
う
言
葉
を
ご
存

知
で
す
か
。
健
康
寿
命
と
は
健
康
上
の
問
題

で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活

で
き
る
期
間
の
こ
と
で
、
寿
命
か
ら
健
康
寿

命
を
引
い
た
差
が
介
護
を
必
要
と
す
る
期
間

で
す
。

　

足
寄
町
の
平
均
寿
命
か
ら
見
る
と
男
性
で

健
康
寿
命
を
縮
め
る
要
因
Ｎ
Ｃ
Ｄ

（
非
感
染
性
疾
患
）

　

足
寄
町
の
30
代
か
ら
60
代
の
死
亡
原
因
を

み
る
と
、
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
を

中
心
と
し
た
Ｎ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
死
亡
が
全
体
の

約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。
生
活

習
慣
の
改
善
に
よ
っ
て
Ｎ
Ｃ
Ｄ
を
予
防
す
る

こ
と
が
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
た
め
に
重
要
に

な
り
ま
す
。

足
寄
町
の
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
の

受
診
率

　

死
亡
原
因
の
第
１
位
は
「
が
ん
」
で
す
。

平
成
16
年
か
ら
平
成
20
年
ま
で
の
75
歳
未
満

の
が
ん
死
亡
を
部
位
別
で
見
る
と
「
肺
」「
胃
」

「
子
宮
」「
乳
房
」「
前
立
腺
」
が
、
が
ん
死

亡
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
が
ん
の
発
見
に
は
〝
検
診
〟
が

効
果
的
で
す
。
が
ん
検
診
受
診
率
と
死
亡
率

減
少
効
果
は
関
連
性
が
あ
り
、
が
ん
の
重
症

化
予
防
に
は
が
ん
検
診
が
有
効
で
す
が
、
足

寄
町
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
十
勝
管
内
で

も
大
変
低
い
の
が
現
状
で
す
（
表
１
）。

特
定
健
診
結
果
の
状
況
（
平
成
22
年
度
）

①
肥
満
者
の
割
合
が
、
国
・
道
の
目
標
値
よ

り
高
い
…
40
代
か
ら
60
代
の
男
女
は
国
の

目
標
値
よ
り
高
く
、
65
歳
以
上
の
男
性
は

道
の
目
標
値
よ
り
高
い
状
況
で
す
。

②
糖
尿
病
を
疑
わ
れ
る
人
の
割
合
が
十
勝
管

内
で
上
位
…
糖
尿
病
の
指
標
と
な
る
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
が
６
・
１
以
上
の
人
の

割
合
が
高
い
で
す
（
表
２
）。 

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
常
値
の

人
の
割
合
が
高
く
な
る
こ
と
、
悪
化
を
予

防
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

地
域
別
の
特
定
健
診
結
果
の
状
況

〈
市
街
地
区
〉

　

市
街
地
区
は
全
町
の
80
％
の
人
口
が
集
中

し
て
い
ま
す
が
、
健
診
受
診
率
が
最
も
低
く

34
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
診

者
の
６
割
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
若
い
世
代
の
受
診
者
の
少
な
さ
が

受
診
率
の
低
い
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

健
診
の
結
果
を
み
る
と
、
男
性
の
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
が
多
く
、
受

診
者
の
３
割
の
男
性
が
該
当
し
て
い
ま
す
。

〈
芽
登
方
面
地
区
〉

　

特
定
健
診
受
診
率
は
37
・
２
％
と
町
内
で

２
番
目
に
低
い
受
診
率
で
す
が
、
受
診
者
の

約
７
割
が
65
歳
未
満
と
若
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

健
診
の
結
果
を
み
る
と
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
（
一
般
的
に
い
う
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
で
動
脈
硬
化
の
原
因
）
高
値
の
人
が

男
女
と
も
６
割
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
特
徴

的
で
す
。

〈
大
誉
地
方
面
地
区
〉

　

特
定
健
診
受
診
率
は
42
・
０
％
と
高
い
受

診
率
で
す
。
こ
ち
ら
の
地
区
も
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
高
値
の
人
が
多
く
、
特
に
男
性

は
７
割
近
く
の
人
が
基
準
値
を
超
え
た
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
で
は
、
糖
尿
病
に

関
係
す
る
血
液
検
査
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１

ｃ
が
正
常
値
を
超
え
て
い
る
人
が
６
割
以
上

で
す
。

〈
螺
湾
方
面
地
区
〉

　

螺
湾
方
面
地
区
も
41
・
６
％
と
高
い
受
診

率
で
す
。
健
診
結
果
を
み
る
と
、
体
格
指
数

を
表
す
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
の
肥
満
者
の
割
合
が

高
く
、
男
性
の
54
％
、
女
性
の
40
％
が
肥
満

と
い
う
結
果
で
し
た
。
ま
た
肥
満
に
伴
い
、

男
性
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
高
値
者
が

68
％
、
女
性
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
が
正

常
値
を
超
え
て
い
る
人
が
７
割
以
上
で
す
。

　

町
内
で
も
地
区
ご
と
に
よ
っ
て
文
化
や
風

習
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
健
診
結
果
に
も

そ
の
違
い
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
今
後
も
家

庭
訪
問
・
健
診
結
果
説
明
・
健
康
教
室
な
ど

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
や
疾
病
予
防
、

重
症
化
予
防
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
保
健
福
祉
室
保
健
推
進
担

�

☎
25

－

２
５
７
１

③
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
・

γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
要
治
療
・
尿
酸
値
要
精
密
検

査
者
の
割
合
が
道
内
の
平
均
出
現
率
よ
り

高
い
…
こ
れ
ら
の
血
液
検
査
の
結
果
は
死

亡
原
因
の
上
位
に
あ
っ
た
心
疾
患
や
脳
血

管
疾
患
の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
に
大
き

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健
診
は
、

初
年
度
の
受
診
率
が
42
・
８
％
と
十
勝
管
内

で
第
２
位
の
受
診
率
で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
23
年
度
の
受
診
率
は
35
・

９
％
と
低
く
、
平
成
20
年
度
比
と
の
伸
び
率

は
十
勝
管
内
で
も
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す

（
図
３
）。

　

ま
た
、
年
代
別
の
受
診
率
は
男
性
で
は
50

代
前
半
、
女
性
で
は
40
代
前
半
の
受
診
率
が

低
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。

約
２
年
、
女
性
で
約
４
年
も
の
年
数
が
介
護

を
必
要
と
す
る
期
間
と
な
り
ま
す
（
図
１
）。

　

町
民
の
３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
と
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
寿
命
と
健
康

寿
命
の
差
を
短
く
す
る
た
め
に
も
、
若
い
頃

か
ら
の
健
康
づ
く
り
が
大
切
な
の
で
す
。平成25年北海道健康増進計画「すこやか

北海道21」より抜粋

平成23年度地域保健・健康増進事業報告

平成25年北海道健康増進計画「すこやか
北海道21」より抜粋

男
性

女
性

平均寿命　79.05歳

健康寿命　77.22歳

平均寿命　87.29歳

健康寿命　83.20歳

約２年

約４年

図２　30代から60代の死亡原因

図３　特定健診受診率の推移図４　平成23年度年代別特定健診受診率

表１　平成23年度市町村別がん検診受診状況

表２　平成22年度特定健診受診者糖尿病有病者割合

平成13～23年度調べ

北海道国保連合会速報値平成23年度特定健診結果

順位 胃がん検診 肺がん検診 大腸がん検診 子宮がん検診 乳がん検診

１ 陸 別 町 30.2% 本 別 町 47.9% 陸 別 町 32.8% 帯 広 市 81.7% 帯 広 市 72.7%

２ 中札内村 29.7% 陸 別 町 46.7% 帯 広 市 32.5% 新 得 町 38.2% 新 得 町 40.6%

３ 清 水 町 24.6% 中札内村 34.0% 中札内村 29.5% 音 更 町 35.8% 本 別 町 38.6%

４ 上士幌町 23.2% 更 別 村 32.5% 上士幌町 28.0% 幕 別 町 35.6% 池 田 町 36.1%

12 豊 頃 町 18.8% 芽 室 町 19.6% 芽 室 町 20.9% 清 水 町 22.4% 更 別 村 24.9%

13 本 別 町 17.1% 帯 広 市 16.3% 本 別 町 20.3% 更 別 村 21.1% 足 寄 町 23.6%

14 帯 広 市 14.5% 新 得 町 14.5% 豊 頃 町 19.3% 中札内村 15.9% 幕 別 町 23.3%

15 音 更 町 13.1% 音 更 町 12.4% 音 更 町 16.3% 鹿 追 町 14.3% 中札内村 23.1%

16 浦 幌 町 9.6% 士 幌 町 12.1% 士 幌 町 11.5% 士 幌 町 13.4% 浦 幌 町 17.8%

17 足 寄 町 9.2% 浦 幌 町 10.2% 足 寄 町 10.7% 浦 幌 町 13.1% 鹿 追 町 17.0%

18 士 幌 町 7.9% 足 寄 町 10.1% 浦 幌 町 10.7% 足 寄 町 13.0% 士 幌 町 15.1%

19 鹿 追 町 7.6% 鹿 追 町 7.6% 鹿 追 町 8.6% 豊 頃 町 9.9% 豊 頃 町 10.1%

順位

ヘモグロビン A1c

正常判定値

5.1以下（JDS 値）

ヘモグロビン A1c

受診勧奨判定値

6.1以上（JDS 値）

市町村 人 数 割 合 市町村 人 数 割 合

１ 音 更 町 835 50.3％ 新 得 町 50 10.8％

２ 大 樹 町 321 48.3％ 中札内村 34 10.8％

３ 幕 別 町 670 48.1％ 本 別 町 52 10.5％

４ 足 寄 町 365 47.6％ 浦 幌 町 50 9.8％

５ 帯 広 市 2,790 37.8％ 足 寄 町 75 9.8％

６ 浦 幌 町 182 35.8％ 帯 広 市 708 9.6％

７ 芽 室 町 436 35.2％ 陸 別 町 22 9.2％
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～　平成25年度の保険料等について　～

■７月に保険料をお知らせします

■ジェネリック医薬品の利用について

　平成25年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。

　≪保険料の計算方法≫

○医療機関で処方される薬には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）があります。

○ジェネリック医薬品の処方を希望される方は、医師や薬剤師にその旨を伝えるか、医療機関や薬局の窓口

に「希望カード」を提示することによりお願いすることができます。

※「希望カード」が必要な方は、お問い合わせください。

詳　　細　役場住民課住民室保険担当　☎２５－２１４１内線２１０

○年間の保険料限度額は55万円が上限です。

○所得の少ない人は、世帯主や被保険者の所得に応じて保険料が軽減されます。

○年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割りで計算します。

※保険料のお支払いが困難な場合はご相談ください。

※災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料のお支払いが

困難な方については、保険料の減免を受けられる場合があります。

均 等 割
【一人当たりの額】

４７，７０９円
＋ ＝

所 得 割
【本人の所得に応じた額】

（平成24年中の所得－33万円）×

１０．６１％

１年間の保険料
（１００円未満切り捨て）

保険料のお支払いは、

「年金からのお支払」と「口座振替」を選ぶことができます。

口座振替を希望される方は役場保険担当にお問い合わせください。

効き目・安全性について

価格について

　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の効果・効能を持ち、厚生労働省の基準を満たしている安全な

お薬です。ご希望される場合は、必ず主治医や薬剤師によく相談しましょう。

　ジェネリック医薬品を利用すると、お薬代が安くなります。薬によって異なりますが、新薬より３

割以上、中には５割以上安くなるものもあります。

法律の改正に伴い、本年度から特定世帯の平等割額の軽減が変わります。

特定世帯：平成20年４月以降に、後期高齢者医療制度へ移行したことにより同世帯の国民健康保険加入者が

１人となった世帯

　　　　　※世帯の構成等が変わらないことが要件となります。

　平成25年７月から、外国人住民についても住民基本台帳ネットワークシステムの運用が始まります。ご家

族やお知り合いに外国人住民の方がいらっしゃいましたら、次の文章をお見せください。

【日本語】

　２０１３年７月８日から、外国人住民の方についても「住民基本台帳ネットワークシステム」の運用が始

まります。これに伴い、外国人住民の方の住民票に住民票コードが記載され、その住民票コードがお住まい

の市町村からご本人へ通知されます。ご不明な点がございましたら下記の窓口にお問い合わせください。

【英語】

For foreign residents, the “Basic Resident Registration Network System” will commence operation 
from July 8, 2013. In accordance with this, a Resident Record Code will be entered in the Resident 
Record of foreign residents and they will be notified of their Resident Record Cord by their 
municipality of residence. Please inquire at the section below if you have any questions.
【中国語】

自２０１３年７月８日，针对外国籍居民也将开始运用「住民基本台帐网络系统」。
因此，外国籍居民的住民票上记载住民票编码，市区町村政府会将住民票编码通知本人。如有不明之处，请向
下述窗口咨询。

詳　　細　役場住民課住民室戸籍年金担当　☎２５－２１４１内線２１１

詳　　細　役場住民課住民室保険担当　☎２５－２１４１内線２１０

Ａ、Ｂ共に国民健康保険に加入

　Ａが75歳になり後期高齢者医

療制度に移行し、国民健康保険

加入者が世帯に１人の場合、５

年間は「特定世帯」として平等

割額の２分の１を軽減します。

　６年目以降、３年間「特定継続

世帯」として平等割額の４分の１

を軽減します（平成25年度課する

国民健康保険税から適用）。

国民健康保険税の平等割額の軽減の変更について

後期高齢者医療制度移行前 後期高齢者医療制度移行後

夫：所得割

　　資産割

妻：所得割

　　資産割

均等割 均等割

世帯別平等割

夫の所得割・資産割・

均等割はかからない

妻：所得割

　　資産割

均等割 均等割

２分の１軽減 世帯別平等割

夫の所得割・資産割・

均等割はかからない

妻：所得割

　　資産割

均等割 均等割

４分の１軽減 世帯別平等割

外国人住民の方についても「住基ネット」の運用が始まります

６年目５年目４年目３年目２年目１年目 ７年目 ８年目

特 定 世 帯 特 定 継 続 世 帯

Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ａ Ｂ
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消費生活Ｑ＆Ａ

石井布美子消費生活相談員

第
８
回

おしえて、石井ちゃん！

　

今
回
は
、
何
か
と
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
「
訪

問
販
売
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

石
井
ち
ゃ
ん

が
行
っ
た
！

大
い
な
る
空
に
一
点
揚
ひ
ば
り	

山
岸　

清
子

春
風
を
纏ま

と

い
て
凛り

り々

し
き
電
波
塔	

坂
本　

夢
乃

気
負
は
ず
に
恙

つ
つ
が

無
き
日
々
朝
桜	

小
山
田
富
美
子

春
風
や
遊
び
仲
間
の
子
等
の
声	

湯
浅　

保
子

雪
解
水
川
幅
ぐ
い
と
広
げ
け
り	

松
野
さ
わ
子

苑え
ん

巡
る
つ
づ
く
桜
に
母
笑え

ま
ふ	

小
山　

博
子

記
念
樹
の
老
桜
な
れ
ど
満
開
に	

吉
田　

哲
子

縁
側
の
猫
の
定
位
置
春
の
風	

中
田　

京
子

春
風
や
も
の
干
し
竿
の
小
さ
き
服	

高
橋
と
し
子

濃
く
淡
く
華
や
ぐ
枝し

垂だ

れ
桜
か
な	

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま 

足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸
✿
「
訪
問
販
売
」
っ
て
？

　

特
定
商
取
引
法
で
は
、「
訪
問
販
売
」
は

自
宅
に
販
売
員
が
訪
問
し
て
く
る
も
の
だ
け

で
は
な
く
、
営
業
所
等
以
外
の
閉
め
切
っ
た

会
場
な
ど
で
、
高
額
な
商
品
を
販
売
す
る
「
催

眠
商
法
」
や
「
展
示
会
商
法
」
な
ど
、
消
費

者
が
自
由
に
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
も
該
当
し
ま
す
。

　

ま
た
路
上
な
ど
で
呼
び
止
め
、
営
業
所
に

同
行
さ
せ
て
商
品
の
販
売
な
ど
を
行
う
「
キ

ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
」
や
、
電
話
や
郵
便
な
ど

で
販
売
目
的
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
ず
に
、
特

定
の
場
所
に
呼
び
出
し
て
商
品
の
販
売
等
を

行
う
「
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
・
セ
ー
ル
ス
」

も
含
ま
れ
ま
す
。

✿
「
訪
問
販
売
お
断
り
」
シ
ー
ル
は
効
果
が

な
い
の
？

　

〝
訪
問
販
売
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
し
つ
こ

く
訪
問
し
て
き
て
困
っ
て
い
る
〟
と
い
う
方

も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
事
業
者
へ

の
対
処
法
と
し
て
「
訪
問
販
売
お
断
り
」
シ

ー
ル
を
張
っ
て
お
く
こ
と
も
一
案
で
す
。

　

北
海
道
消
費
生
活
条
例
で
は
「
訪
問
販
売

お
断
り
」
と
書
い
た
シ
ー
ル
や
紙
を
張
っ
て

お
い
た
だ
け
で
も
勧
誘
拒
否
の
意
思
表
示
と

み
な
さ
れ
、
そ
れ
を
無
視
し
て
勧
誘
を
し
た

場
合
は
、
条
例
違
反
と
し
て
行
政
処
分
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
「
お
金
が
な
い
の
で
」
と
い
う
断
り

方
も
、
か
え
っ
て
悪
質
業
者
に
「
で
は
、
分

割
で
の
お
支
払
い
も
可
能
で
す
」
と
言
わ
れ
、

追
い
詰
め
ら
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
の
で

止
め
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　

消
費
者
に
は
、
ど
こ
か
ら
何
を
買
う
か
を

自
由
に
選
ぶ
権
利
が
あ
り
ま
す
。
必
要
の
な

い
も
の
で
あ
れ
ば
、
遠
慮
せ
ず
に
は
っ
き
り

断
り
ま
し
ょ
う
。
断
る
の
に
理
由
は
い
り
ま

せ
ん
。

✿
断
り
き
れ
ず
に
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら
？ 

　

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
す
。
も
し
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
経
過
し
て
い
て
も
、
勧

誘
時
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
虚
偽
の
説
明
や

強
引
な
勧
誘
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ

の
問
題
点
を
指
摘
し
て
特
定
商
取
引
法
、
消

費
者
契
約
法
に
よ
り
契
約
を
取
り
消
せ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
悪
質
業
者
の
中
に
は
、
契
約
書
面
に

嘘
の
住
所
や
会
社
名
を
記
載
し
て
い
た
り
、

契
約
書
面
す
ら
交
付
し
な
い
場
合
も
あ
っ
た

り
す
る
な
ど
、
連
絡
が
取
れ
ず
に
被
害
回
復

が
難
し
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
訪
問
販
売
で
契
約
す
る
場
合
は
、

慎
重
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
す
ぐ
に
警
察
や
消
費

生
活
相
談
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

５
月
１
日
に
行
わ
れ
た
ふ
る
さ
と
足
寄
・

１
０
０
年
塾
「
学
遊
会
」
で
「
だ
ま
さ
れ
な

い
で
！
振
り
込
め
詐
欺
・
悪
質
商
法
」
と
題

し
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
町
内
で
実
際
に
あ
っ
た
悪
質

商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
の
新
し
い
手
口
な
ど

の
事
例
を
挙
げ
「
お
い
し
い
儲
け
話
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
」
と
話
し
、「
詐

欺
や
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
し
ま
っ
て
も
恥
ず

か
し
が
ら
ず
に
、
周
り
の
人
や
消
費
生
活
相

談
所
に
相
談
し
て
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
手
口
を
イ

ラ
ス
ト
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

✿
良
い
断
り
方
は
？

　

「
買
い
ま
せ
ん
」「
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
は
っ
き
り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

相
手
に
気
を
使
っ
て
「
今
は
忙
し
い
の
で
」「
考

え
て
お
き
ま
す
」
な
ど
と
い
っ
た
断
り
方
だ
と
、

〝
ま
た
出
直
し
て
ほ
し
い
〟
と
い
う
意
味
に

捉
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
訪
問
勧
誘
は
合
法
で

あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

人
と
つ
な
が
る
、
未
来
が
ひ
ろ
が
る
～
老
人
ク
ラ
ブ
を
訪
ね
て

第
３
回
「
上
利
別
老
人
ク
ラ
ブ
」

　

今
回
訪
れ
た
上
利
別
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

庄
内
・
上
塩
幌
・
上
利
別
の
３
地
区
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
現
在
８
人
の
会
員
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
カ
ル
タ
な
ど

の
部
活
動
も
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

会
員
の
高
齢
化
や
減
少
に
よ
り
、
現
在
は

花
見
な
ど
の
行
事
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
集
ま

っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
る
と
の

こ
と
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
た
き
っ
か
け
を

お
聞
き
す
る
と
「
昔
は
歳
を
取
っ
た
ら
、

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
る
の
が
普
通
だ
っ
た
よ
」

と
話
す
兼
古
啓
さ
ん

。

　

ま
た
、
金
山
す
い
子
さ
ん

は
「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
送
迎
で
来
て
て
、
お
手
伝
い
す
る

う
ち
に
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
て
い
た
千
野
房
子

さ
ん

は
「
昔
は
カ
ル
タ
や
カ
ラ
オ
ケ
も
し
た

け
れ
ど
、
今
は
歳
も
取
っ
た
か
ら
み
ん
な

と
こ
う
し
て
お
し
ゃ
べ
り
す
る
だ
け
で
も

楽
し
い
」
と
話
し
、
ご
主
人
の
義
教
さ

ん

は

「
夫
婦
一
緒
で
来
ら
れ
て
う
れ
し
い
よ
」

と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

高
橋
と
し
子
さ
ん

は
「
月
１
回
集
ま
っ
て
、

こ
う
や
っ
て
み
ん
な
の
元
気
な
顔
を
見
ら

れ
る
の
が
元
気
の
秘
訣
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
来
て
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

会　

場　

上
利
別
寿
の
家

例　

会　

毎
月
８
日

行　

事　

定
期
総
会
、
忘
年
会
、
新
年
会
、

花
見
な
ど

入
会
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

�

会
長　

金
山
和
美
さ

ん

☎
29

－

８
２
３
４
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募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

航 空 学 生
高卒（見込みを含む）

21歳未満
８月１日－　
　　９月６日

１次 ９月21日
２次 10月12日－17日
３次 11月以降

一般曹候補生

18歳以上
27歳未満

１次 ９月16・17日
２次 10月９・10日

自衛官候補生
（女子）

９月26日

自衛官候補生
（男子）

試験日の
前日まで

９月27日
９月28日
９月29日（予備）

募　　集

お知らせ

自衛官等募集

税務職員募集

福祉医療（重度・ひとり親・乳幼児及び児童）
受給者証の更新について

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

　札幌国税局では、税務職員を募集しています。

受験資格　高等学校卒業見込みおよび卒業後３年を経過していない方

受付期間　①インターネット　６月24日㈪－７月３日㈬
　　　　　②郵送または持参　６月24日㈪－28日㈮（通信日付印有効）

第１次試験　９月８日㈰
人事院申し込み専用ホームページ

　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
詳　　細� 札幌国税局人事第２課　☎０１１－２３１－５０１１

　現在お持ちの福祉医療受給者証は７月31日をもって有効期間が満了とな

ります。それ以降使用できる新しい受給者証は７月下旬に各家庭に郵送し

ますので受給者証が届きましたら、住所・氏名等記載内容を確認してくだ

さい。また平成25年１月２日以降に足寄町へ転入された方については、受

給者証更新の際に「平成25年度所得課税証明書」が必要になりますので、

６月末までに役場住民課住民室保険担当窓口に提出してください。

※所得超過等により受給資格非該当となった方にもその旨通知いたします。

※現在お持ちの受給者証は、有効期間満了後に各自で破棄してください。

詳　　細� 役場住民課住民室保険担当　☎２５－２１４１内線２１６

夏山の遭難防止について

高次脳機能障がい者の
つどい

看護学院見学会

　山に出かける際は次の点に注意

しましょう。

・登山は十分な装備とゆとりのあ

る計画を立て、自分の体力や技

量に合わせる。

・登山計画書を最寄りの警察署や

交番、駐在所に提出し、家族に

も写しを渡しておく。

・経験のあるリーダーの下、複数

での登山に努め、単独での登山

は控える。

・ヒグマとの遭遇を避けるために、

鈴などの音が出るものを携行す

る。

・万が一のために、携帯電話など

の通信手段を携行する。

詳　細� 本別警察署

� ☎２２－０１１０

　調理・軽スポーツなどのプログ

ラムを通して、楽しいひとときを

過ごしませんか。

日　　時　毎月第４火曜日

　　　　　午後１時30分－３時

※２月については、28日㈮に開催 

場　　所　帯広保健所

対　　象　64歳以下で、高次脳機

能障害をお持ちの方

参加申込

　事前に電話での申し込みが必要

で、随時受け付けます。

詳　　細� 帯広保健所 

� 健康推進課精神在宅支援係

� ☎０１５５－２６－９０８４

　帯広高等看護学院では、看護師

に興味、関心のある方を対象に、

学院見学会を開催します。

日　　時　７月31日㈬
　午前の部　午前10時－11時30分

　午後の部　午後１時－２時30分

内　　容

　学院内見学・赤ちゃん人形の抱

っこや血圧測定等の体験学習など

対　　象　高校２年生以上

参 加 費　無料

持 ち 物　上履き

申込期間

　７月16日㈫－19日㈮
　受付時間は午前９時から午後５

時までです。

そ の 他

　電話で、氏名、性別、学校名、

学年または年齢、午前・午後の別

をご連絡ください。

詳　　細　　　帯広高等看護学院

� ☎０１５５－４７－８８８１

新人を紹介します

・年齢　29歳

・出身　足寄町

・趣味　読書、ドライブ

　「これからは町のため、そ

して町民の皆さんのために力

になれるよう頑張っていきた

いと思います」

・年齢　38歳

・出身　群馬県太田市

・趣味　インテリア選び

　「十数年ぶりに透析室に携

わる事になりました。精一杯

頑張りますので、どうぞよろ

しくお願いします」

宮川　　翼
経済課林業商工観光室

主　事

横内　若菜
国民健康保険病院

看護師

　昭和20年７月15日に十勝で最大の空襲被害を

受けた本別。そのとき十勝の市町村ではどうな

っていたのか、今では少なくなった各地に残る

戦争跡地をパネル等で紹介し、十勝の空襲と本

別空襲のつながりを考えます。

期　　間　７月２日㈫－８月30日㈮
開館時間　午前９時－午後４時

※土曜日は午後３時まで

休 館 日　日曜日、月曜日、祝日

※７月15日㈪は開館

場　　所　本別町歴史民俗資料館

入 館 料　無料

詳　　細　本別町歴史民俗資料館

� ☎２２－２１４１内線４１０

企画展「７月15日本別空襲を伝える～
十勝に残る戦争跡地～」

プラネタリウム上映

　銀河の森天文台では、毎週土曜日・日曜日限

定でプラネタリウムを上映しています。望遠鏡

による星空観察と併せてご覧ください。

上映時間　１回目午後３時、２回目午後５時、

　　　　　３回目午後８時（各回約30分）

定　　員　１回あたり20人（当日先着順）

開館時間　午後２時－10時30分

休 館 日　月曜日、火曜日

入 館 料

昼間：大人　３００円、小・中学生　２００円

夜間：大人　５００円、小・中学生　３００円 

※小学生未満　無料

※お得なパスポート　大人１，０００円　小・

中学生　６００円（発行日より１年間有効）

詳　　細� 銀河の森天文台　☎２７－８１００
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☆６月といえばジューンブライド。

ありきたりですが、女性なら一

度は憧れますよね。

☆この言い伝えはギリシャ神話の

結婚・出産を司る女神ヘラが６

月を守護していることが由来だ

そうです。

☆実はこれには対になる言い伝え

があるんです。５月を守護して

いる豊作の女神マイアは農作業

が忙しい５月に結婚をして浮か

れている人を嫌ったため「５月

の花嫁は縁起が悪い」というジ

ンクスが生まれたんだそうです。

☆今も昔も嫉妬する女性は恐ろし

いんですね。私はほどほどにし

ておこうと思います。

大川　莉
り

奈
な

ち
  ゃ
   ん

 （平成23年５月22日生まれ）

　おしゃべりがとっても上手に

なった莉奈。最近はパパやママ

のお話し相手にもなってくれま

す。優しく笑顔の可愛い女の子

になってね。

 和也・悠さ
んの子

 （旭町１丁目）
塚田　蒼

そう

太
た

ち
  ゃ
   ん

 （平成23年５月26日生まれ）

　元気いっぱいで、公園遊びを

したり、音楽に合わせて体を動

かしたりするのが大好きです。

これからもその元気と笑顔で周

りを明るくする子になってね。

 勉・智美さ
んの子

 （旭町１丁目）

堀　夏
なつ

綺
き

ち
  ゃ
   ん

 （平成23年５月10日生まれ）

　歌が大好きな夏綺。毎日とて

もにぎやかです。わが家のムー

ドメーカーは逃げ足が速く追い

かけるのが大変ですが、これか

らも笑い声いっぱい聞かせてね。

� 竜也・知恵さ
んの子

 （上利別）

　５月25日に行われた「足寄中学校体育祭」

でのスナップです。

� （⇒17ページ）　

ひとのうごき
５月末の住民基本台帳

人　口　　７，５０２　人　（－８)

　男　　　３，６３１　人　（－５)

　女　　　３，８７１　人　（－３)

世　帯　　３，５６９世帯（－５)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


